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平
成
21
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
経
済
危
機
の
な
か
、
世
界
は
米
国
一
極
体
制

か
ら
多
極
体
制
へ
の
模
索
を
始
め
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
分
権
改
革
の
進
展
と
と
も
に
、
新
た
な
自
治
の
時
代
の
幕
を

開
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

内
外
で
新
し
い
秩
序
を
求
め
て
動
き
始
め
て
い
る
今
年
は
、
ま
さ
し
く
地

方
の
力
で
わ
が
国
の
仕
組
み
を
変
え
る
好
機
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
大
転
換
期
こ
そ
、
新
時
代
の
構
図
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
そ
の
実
現

を
図
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
時
期
で
す
。

新
時
代
を
拓
く
兵
庫
を
め
ざ
す

兵
庫
県
知
事

　

ま
ず
、
県
民
生
活
の
安
定
の
た
め
、
足
下
の
景
気
回
復
を
最
優
先
に
、
実

効
あ
る
経
済
雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
新
し
い
行
革
プ
ラ
ン
の
も
と
、
行
財
政
構
造
改
革
を
軌
道
に
乗

せ
、
未
来
へ
の
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

　

第
三
に
、
少
子
高
齢
偏
在
の
人
口
減
少
社
会
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

元
気
、
生
活
、
交
流
、
家
族
と
地
域
の
４
つ
の
視
点
を
大
切
に
、
県
民
の
皆

さ
ん
と
新
し
い
兵
庫
を
め
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構
築
し
ま
す
。

　

第
四
に
、
地
域
資
源
や
環
境
、
多
彩
な
風
土
な
ど
を
生
か
し
、
未
来
の
姿

を
見
据
え
、
着
実
に
一
歩
一
歩
、
元
気
で
安
全
安
心
な
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
た
兵
庫
だ
け
に
、
現
下
の
厳
し

い
時
代
こ
そ
明
日
を
切
り
拓
く
基
礎
固
め
、
力
を
蓄
え
る
時
期
と
し
て
と
ら

え
て
、
兵
庫
の
力
で
新
時
代
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
こ
そ
、
参
画
と
協
働
の
原
点
を
踏
ま
え
、
み
ん
な
の
力
を
結
集
し
て
、

県
民
だ
れ
も
が
生
活
の
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
新
し
い
兵
庫
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

新
時
代　

拓
く
希
望
は　

人
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ざ
す
決
意
に 

地
域
力
つ
く
る



年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

会
長

㈳
兵
庫
県
林
業
会
議

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
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皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議

定
書
第
一
約
束
期
間
の
初
年
度
で
あ
り
、
５
月
に
は
神
戸

で
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
、
７
月
に
は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
CO2
を
削
減
す
る
低
炭
素
社
会
づ

く
り
に
向
け
、
森
林
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
経
済
は
、
世
界
経
済
の
減
速

に
伴
い
既
に
景
気
後
退
局
面
に
、
今
後
は
下
降
局
面
が
長

期
化
、
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
政
府
見
解
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
上
、
本
県
に
お
い
て
は
、
震
災

か
ら
の
復
旧
、
復
興
等
の
影
響
を
受
け
、
県
財
政
が
非
常

に
悪
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
・
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
円

高
に
伴
う
外
材
の
動
き
や
住
宅
の
建
築
等
木
材
需
要
の
動

向
な
ど
に
ど
の
程
度
影
響
し
て
く
る
の
か
大
変
心
配
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
昨
年
12
月
に
林
業
関
係
団
体
を
代
表

し
て
、
井
戸
知
事
、
釜
谷
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
斎
藤

副
知
事
、
五
百
蔵
副
知
事
、
梶
谷
県
議
会
副
議
長
、
県
幹

部
職
員
に
直
接
お
会
い
し
て
、
平
成
21
年
度
予
算
並
び
に

新
行
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
当
た
り
要
望
、
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
⑴
県
民
緑
税
の
継
続
実
施
と
新
た
な
ひ
ょ

う
ご
の
森
づ
く
り
構
想
の
検
討　

⑵
安
定
的
な
素
材
生
産

・
供
給
体
制
の
整
備　

⑶
県
産
木
材
供
給
セ
ン
タ
ー
の
計

画
的
整
備
と
県
産
木
材
の
需
要
拡
大　

⑷
効
果
的
、
効
率

的
な
治
山
対
策
の
推
進　

⑸
県
の
新
組
織
体
制
の
充
実
強

化
と
林
道
維
持
管
理
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
お
願
い
を
致

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
県
民
緑
税
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
成

22
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
計
画
の
み
で
は
、

広
大
な
本
県
の
森
林
に
つ
い
て
未
整
備
の
と
こ
ろ
が
残
り
、

県
土
全
体
と
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
健
全
な
森
づ
く
り
は
長
期
に
わ
た
る
適
切
な
整
備

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
県
で
は
整
備
地
の
効
果
調
査
を
実

施
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
も
防
災
機
能
に
一
定
の
成
果

が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
県
民
緑
税
に
よ
る
森
づ
く
り
は
県
民
の
ご
理

解
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
県
民
共
通

の
財
産
で
あ
る
森
づ
く
り
の
継
続
実
施
に
向
け
、
我
々
森

林
・
林
業
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
県
民
の
皆
様
に
な

お
一
層
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



平
成
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十
年
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叙
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■
主
な
ご
功
績

　

平
成
13
年
に
兵
庫
県
木
材
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
に
、
同
16
年
に
会
長

に
就
任
さ
れ
、
兵
庫
県
産
木
材
利
用
木

造
住
宅
特
別
融
資
制
度
に
よ
る
木
造
住

宅
の
普
及
や
県
内
の
公
共
施
設
の
木
造

木
質
化
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
県
産

木
材
の
需
要
拡
大
や
木
材
業
界
の
活
性

化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
に
兵
庫
県
木
材
厚

生
年
金
基
金
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
木

材
産
業
従
事
者
の
支
え
と
な
る
基
金
の

安
定
運
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
16
年
に
林
業
・
木
材

製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
兵
庫
県
支

部
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
17
年
の
林
災

防
全
国
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
労
働

災
害
防
止
の
た
め
の
指
導
・
啓
発
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
労
働
環
境
の
改
善
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
旭
日
双
光
章

兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長

野 
村　

昌 

弘　
氏

■
主
な
ご
功
績

長
伐
期
施
業
を
取
り
入
れ
た
地
域
林

業
の
モ
デ
ル
経
営
と
地
域
林
業
の
振
興

　

高
橋
延
尚
氏
は
、
美
方
郡
香

美
町
の
所
有
山
林（
11７ 

ha
）に
お

い
て
、
長
伐
期
大
径
材
生
産
を

目
標
と
し
た
森
林
づ
く
り
を
行

い
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
路
網
整
備
に
よ
る
収
入

間
伐
に
取
り
組
む
と
と
も
に
複

層
林
施
業
や
育
成
天
然
林
施
業
、

ス
ギ
林
床
を
利
用
し
た
畑
ワ
サ

ビ
の
栽
培
な
ど
の
多
様
な
森
づ

く
り
を
推
進
し
地
域
林
業
の
モ

デ
ル
と
な
る
林
業
経
営
を
実
践

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
指
導
林
家
と
し
て

林
家
に
対
し
現
地
指
導
を
行
う

な
ど
地
域
林
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

美
方
郡
香
美
町

高 

橋　

延 

尚　
氏

■
主
な
ご
功
績

高
密
度
路
網
整
備
に
よ
る
優
れ

た
林
業
経
営
と
地
域
林
業
の
振

興
　

山
口
祐
助
氏
は
、
多
可
郡
多

可
町
の
所
有
山
林（
1５７ 

ha
）に
お

い
て
、
地
域
に
先
が
け
路
網
整

備
に
取
り
組
み
高
密
度
路
網

（
91
ｍ
／
ha
）に
よ
る
非
皆
伐
施

業
を
推
進
し
、
複
層
林
へ
の
誘

導
技
術
を
確
立
す
る
な
ど
地
域

の
模
範
と
な
る
林
業
経
営
を
実

践
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
所
有
者
と
住
宅

の
施
主
を
直
接
結
び
つ
け
る
立

木
販
売
シ
ス
テ
ム
に
参
画
し
、

良
質
な
県
産
材
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
地
域
の
木
材

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
山
市

山 

口　

祐 

助　
氏

■
主
な
ご
功
績

マ
ツ
タ
ケ
と
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
発
生
環

境
整
備
と
森
林
環
境
教
育
の
推
進

　

春
日
町
森
林
同
好
会
は
、
地
域

特
産
物
で
あ
る
マ
ツ
タ
ケ
の
復
活

を
目
指
し
て
、
マ
ツ
林
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
森
林
林
業
技
術

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
マ
ツ
林
に
お

け
る
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
人
工
栽
培
の

実
践
と
地
域
へ
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
小
学
生
等
を
対

象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
を
推
進

さ
れ
、
地
域
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

丹
波
市

春
日
町
森
林
同
好
会

■
林
業
賞

■
主
な
ご
功
績

　

昭
和
49
年
に
旧
青
垣
町
森
林
組
合
造

林
作
業
班
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
地
拵

え
・
植
林
・
下
刈
り
等
の
保
育
事
業
に

従
事
し
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
技
術

に
よ
り
、
着
任
早
々
か
ら
造
林
作
業
班

員
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
に
は
、
作
業
班
長
に
抜
て

き
さ
れ
、
現
場
の
第
一
線
に
お
い
て
、

若
手
作
業
班
員
の
指
導
・
育
成
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
、
優
良
な
森
林
資
源
造

成
と
地
域
林
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
安

全
意
識
醸
成
の
た
め
、
熟
練
し
た
技
術

に
関
し
若
手
作
業
班
員
へ
の
指
導
を
熱

心
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
16
年
の
風
倒

木
災
害
の
復
旧
作
業
が
無
事
故
で
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
若
手
作
業
班
員
の
技
術

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
青
垣
町
森
林
組
合
作
業
班
長

蘆 

田　

幸 

男　
氏

■
瑞
宝
単
光
章
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兵
庫
県
指
導
林
家
会
は
、
㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
の

後
援
を
受
け
、
昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も
10
月
８
日
㈭

宍
粟
市
一
宮
町
の
生
栖
公
民
館
と
生
栖
生
産
森
林
組
合
所

有
林
に
お
い
て
、
大
橋
式
作
業
道
で
全
国
的
に
も
有
名
な

大
阪
府
の
指
導
林
家
の
大
橋
慶
三
郎
氏
、
奈
良
県
吉
野
地

域
で
大
橋
式
作
業
道
を
開
設
さ
れ
て
い
る
岡
橋
清
元
氏
、

大
橋
氏
の
門
下
生
で
全
国
各
地
を
開
設
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
榎
本
慎
一
氏
の
３
名
を
講
師
に
招
き
「
壊
れ
に
く
い

道
づ
く
り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
壊
れ
に
く
い
道
づ
く
り
の
必
要
性
や
施
工

に
つ
い
て
の
講
義
と
、
作
業
道
開
設
予
定
地
の
現
地
踏
査

が
主
な
内
容
で
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
講
習
地
を
同
生
産
森
林
組
合
長
で
県

指
導
林
家
の
小
林
温
氏
と
息
子
さ
ん
で
県
青
年
林
業
士
の

小
林
亮
氏
親

子
が
、
榎
本

氏
の
指
導
を

受
け
、
今
年

度
の
講
習
会

ま
で
に
３５０
メ

ー
ト
ル
余
り

を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
午

前
中
は
、
公

民
館
で
作
業

道
開
設
の
状
況
に
つ
い
て
小
林
氏
の
話
と
、
大
橋
氏
か
ら
、

大
橋
式
作
業
道
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
に
続
き
、
岡
橋

氏
が
、
実
際
に
奈
良
県
で
開
設
し
て
い
る
写
真
も
交
え
て

開
設
方
法
に
つ
い
て
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
開
設

済
の
作
業
道
を
大

橋
氏
が
起
点
か
ら

歩
き
な
が
ら
、
要

所
要
所
を
確
認
し

て
指
導
助
言
を
加

え
る
方
法
で
終
点

ま
で
進
み
ま
し
た
。

　

切
取
法
高
の
大

き
い
場
所
で
は
、

法
面
の
崩
壊
を
防

ぐ
た
め
に
石
積
を

す
る
か
、
丸
太
組

を
行
う
な
ど
で
切
取
法
高
を
少
な
く
す
る
こ
と
や
、
雨
水

が
集
中
す
る
場
所
で
は
、
水
処
理
を
完
全
に
行
う
こ
と
の

重
要
性
、
洗
い
越
し
に
設
置
し
た
フ
ト
ン
篭
で
も
、
両
脇

へ
の
水
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
の
必
要
性
な
ど
、
多
く
の
指

導
が
な
さ
れ
、
さ
す
が
に
、
大
橋
式
作
業
道
と
し
て
、
壊

れ
に
く
い
道
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
大
橋
氏
な
ら
で
は

の
指
導
助
言
で
し
た
。

　

な
お
、
本
路
線
は
、
引
き
続
き
、
来
年
度
も
小
林
氏
親

子
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
壊
れ
に
く
い
道
づ
く
り
講
習
会
」の
開
催
に
つ
い
て

兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　
　

林
業
専
門
技
術
員 

平
野
孝
幸

兵
庫
県
指
導
林
家
会
の
活
動

　

兵
庫
県
指
導
林
家
会
で
は
、
本
年
度
も
、
上
記
掲
載
の

「
壊
れ
に
く
い
道
づ
く
り
講
習
会
」
の
ほ
か
、
11
月
１
日

に
は
、
養
父
市
大
屋
町
で
、
指
導
林
家
が
講
師
を
務
め
て

「
儲
け
る
間
伐
講
習
会
」
を
開
催
し
、
85
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
、
大
変
盛
況
で
、
指
導
林
家
会
と
し
て
も
、

地
域
へ
の
普
及
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
導
林
家
と
青
年
林
業
士
の
認
定
制
度
が
始
ま

っ
て
今
年
度
で
30
年
と
な
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
２
月
５

日
㈭
に
神
戸
市
中
央
区
の
パ
レ
ス
神
戸
で
井
戸
知
事
出
席

（
予
定
）
の
も
と
日
本
木
質
ペ
レ
ッ
ト
協
会
会
長
で
前
岐

阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
の
熊
崎
実
氏
の
講
演

や
、
京
都
大
学
の
長
谷
川
尚
史
准
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
指
導
林
家
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
普
及
部
ま
で
。

 

☎
０
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２
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１
８

大橋氏の現場での指導助言に熱心に耳を傾
ける参加者

儲ける間伐講習会の講習状況

当日は県内各地の、森林・林業関係者だけで
なく、京都府の職員等も加え、総勢104名が参
加。



森
林
管
理
道「
中
辻
肥
前
畑
線
」が
全
線
開
通

兵
庫
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所 

工
務
第
二
課

第25号 （�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

県
が
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
、
昭
和
62
年
度
か
ら
平
成

19
年
度
（
20
年
度
へ
繰
越
）
ま
で
、
足
掛
け
22
年
の
歳
月

を
掛
け
、
開
設
工
事
を
進
め
て
き
た
森
林
管
理
道
「
中
辻

肥
前
畑
（
な
か
つ
じ
ひ
ぜ
ん
ば
た
）
線
」
が
全
線
開
通
し
、

10
月
15
日
に
県
と
新
温
泉
町
の
共
催
に
よ
る
開
通
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
道
「
中
辻
肥
前
畑
線
」
は
、
県
立
但
馬
牧
場

公
園
を
起
点
と
し
て
、
愛
宕
山
（
５８４
ｍ
）
荒
神
山
（
９０2
ｍ
）

水
池
山
（
９４７
ｍ
）
の
西
側
山
麓
を
縦
走
し
、
新
温
泉
町
岸

田
（
肥
前
畑
）
地
内
の
県
道
霧
滝
村
岡
線
を
結
ぶ
道
路
幅

員
４
ｍ
、
自
動
車
道
２
級
の
林
道
で
総
延
長
は
１
５
、８

６
６
ｍ
で
す
。

　

当
林
道
は
、
岸
田
川
源
流
の
右
岸
に
位
置
す
る
荒
神
山

山
麓
に
広
が
る
森
林
地
帯
（
標
高
３５０
～
９４０
ｍ
）
の
７22 

ha
の

広
大
な
森
林
を
利
用
区
域
と
し
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
（
ト

チ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
）
が
混
交
し
た
豊
か
な
森
林
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

当
林
道
の
開
設
工
事
は
、
但
馬
の
雪
深
い
気
象
条
件
下
、

限
ら
れ
た
工
事
期
間
と
脆
弱
な
地
質
（
時
に
は
非
常
に
堅

い
岩
盤
が
露
出
）
で
大
変
厳
し
い
条
件
の
中
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。

森林管理道 中辻肥前畑線 概要

1． 開設経緯県施行 昭和６２年度～平成1９年度（２1カ年）

２． 総延長 1５，８６６m

３． 総事業費 ３，1７1，２７0千円

4． 利用区域面積 ７２２ha

５． 道路規格 自動車道２級　幅員４m　設計速度２0㎞/h

中辻肥前畑線（中辻工区）

竹田

千原

鐘尾

千谷

宮脇

内山

前

塩山

中辻

丹土 湯谷

春来

柤岡

桐岡飯野

起点

但馬牧場公園

温泉総合支所

石橋
岸田

田中

青下

海上

出合

至浜坂

細田

湯

歌長

上山
△ 946m

　荒神山
△ 902m

　水池山
△ 947.6m

論山
　△ 1,060m

菅原

終点

霧滝

肥前畑

湯村トンネル

春来トンネル

至和田山

国
道
９
号
線

国道９号線

至鳥取

県
道
「
若
桜
湯
村
温
泉
線
」

開通記念碑

林
道
中
辻
肥
前
畑
線

香　

美　

町

　
　
　

小
代
町

鳥　

取　

県

新　

温　

泉　

町

香　

美　

町

　
　
　

村
岡
区

○

○

県道「霧滝村岡線」

県道「照来スキー場線」

県
道
「
丸
味
竹
田
線
」

県
道
「
若
桜
湯
村
温
泉
線
」

県
道
「
岸
田
諸
寄
線
」

中辻肥前畑線（肥前畑工区）

森林管理道　中辻肥前畑線位置図
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開
通
式
で
は
、

藤
原
農
林
水
産

局
長
、
馬
場
新

温
泉
町
長
ほ
か

関
係
者
の
手
で
、

開
通
記
念
碑
に

掛
け
ら
れ
た
白

布
が
除
幕
さ
れ
、

そ
の
後
地
元
傘

踊
保
存
会
に
よ

り
勇
壮
活
発
な

町
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
「
海

上
傘
踊
」
の
披

露
と
記
念
植
樹

（
ブ
ナ
）を
行
い

開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

　

記
念
碑
に
は
、

馬
場
新
温
泉
町

長
の
提
案
と
、

元
農
林
水
産
大

臣
の
谷
洋
一
氏

揮
毫
に
よ
る

「
高
嶺
荒
神
」

の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
林
道
沿
線
に
聳
え
る
荒
神
山
か

ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
林
道
の
開
通
式
で
、
最
終
工
事
の
区
間
が
県
か
ら
新

温
泉
町
に
引
き
継
が
れ
、
全
線
開
通
し
た
林
道
「
中
辻
肥

前
畑
線
」
は
、
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
海
・
山
・
温
泉

　

人
が
輝
く
郷
」―

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町

―

の
実
現
に
向
け
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
行
く
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

開通記念碑除幕式（H２0．10．1５）開通式記念碑除幕式（海上傘踊）

森林管理道 中辻肥前畑線 年度別実施状況 （単位／延長：ｍ　事業費：千円）

区　　分 中　辻　工　区 肥　前　畑　工　区 計

施行区分 施行年度 施行延長 事業費 施行延長 事業費 施行延長 事業費

県施行

昭６２ 1，101 ８0，000 1，101 ８0，000 

昭６３ ８６７ ７0，000 ８６７ ７0，000 

平元 ９３0 100，000 ９３0 100，000 

平２ ８９２ 100，000 ８９２ 100，000 

平３ ３３２ ８６，040 4２７ ６７，1６0 ７５９ 1５３，２00 

平４ ５８３ 1３1，400 ２６0 ７0，６00 ８4３ ２0２，000 

平５ ２６６ ５0，000 ３７1 1２0，000 ６３７ 1７0，000 

平６ 4５６ ６1，000 ３0８ ７６，000 ７６4 1３７，000 

平７ ３９９ ６２，000 ２６1 101，５00 ６６0 1６３，５00 

〃 （H７補正）� ３６0 ８0，000 ３６0 ８0，000 

平８ 4２4 ９0，000 4２4 ９0，000 

平９ ３５３ ５２，000 ３04 ８4，８00 ６５７ 1３６，８00 

平10 ２３６ ８２，７00 1９６ ６５，100 4３２ 14７，８00 

〃 （H10補正）� ２７５ ８６，000 （H10補正） � ２９1 ９4，000 ５６６ 1８0，000 

平11 (H11補正）� ７1５ ８９，000 （H11補正） � ３0３ 10２，７00 1，01８ 1９1，７00 

平1２ (H1２補正）� ２５８ ９５，３00 （H1２補正） � ３８３ 104，７00 ６41 ２00，000 

平1３ (H1３ゼロ国）�３３２ ６0，000 ３３２ ６0，000 

〃 （H1３補正） � ３00 100，000 ３00 100，000 

平14 （H14補正）� 4６５ ９８，000 （H14補正） � ３９７ ９２，000 ８６２ 1９0，000 

平1６ 411 ６0，000 （県単） � ５２0 ７８，８00 ９３1 1３８，８00 

平1７ ３７4 ７0，000 （県単） � ３40 ７９，000 ７14 14９，000 

平1８ ２５８ ７３，000 （県単） � ２６0 ８９，000 ５1８ 1６２，000 

平1９ ２７８ ６７，９00 （県単） � ３８0 101，５７0 ６５８ 1６９，4７0 

合　　計 10，141 1，６５4，３40 ５，７２５ 1，５1６，９３0 1５，８６６ ３，1７1，２７0 

※施行年度には翌年度に繰越したものを含む



森
林
管
理
道「
床
尾
線
」が
全
線
開
通

兵
庫
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所 

工
務
第
二
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第25号 （�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

平
成
２
年
度
か
ら
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
県
が
開
設
工

事
を
進
め
て
き
た
森
林
管
理
道
「
床
尾（
と
こ
の
お
）線
」

が
全
線
開
通
し
、
11
月
19
日
に
県
と
豊
岡
市
と
朝
来
市
の

共
催
に
よ
る
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
林
道
「
床
尾
線
」
は
、
朝
来
市
和
田
山
町
竹

ノ
内
を
起
点
と
し
て
、
糸
井
渓
谷
の
国
指
定
天
然
記
念
物

「
糸
井
の
大
カ
ツ
ラ
」
の
側
を
通
っ
て
、
東
床
尾
山（
８３９
ｍ
）

と
鉄
鈷
山
（
７７５
ｍ
）
の
稜
線
を
経
由
し
て
豊
岡
市
但
東
町

出
合
市
場
を
結
ぶ
道
路
幅
員
４
ｍ
、
自
動
車
道
２
級
の
林

道
で
総
延
１
４
、２
５
３
ｍ
で
す
。

　

当
林
道
は
、
旧
和
田
山
町
が
昭
和
53
～
56
年
度
に
３
、

１
３
２
ｍ
を
開
設
し
、
県
が

過
疎
代
行
林
道
と
し
て
平
成

２
～
19
年
度
（
20
年
度
へ
繰

越
）
ま
で
１
１
、１
２
１
ｍ
を
開
設
し
、
着
工
以
来
足
掛

け
31
年
の
歳
月
と
約
27
億
３
千
万
円
の
事
業
費
を
投
じ
て
、

こ
の
度
全
線
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
林
道
は
、
西
床
尾
山
と
東
床
尾
山
の
東
山
麓
並
び
に

鉄
鈷
山
の
北
西
山
麓
に
広
が
る
９７1 

ha
に
及
ぶ
広
大
な
森
林

を
利
用
区
域
と
し
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
（
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク

ヌ
ギ
等
）
が
混
交
し
た
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い
ま

す
。

森林管理道�床尾線�概要
1． 開設経緯
　�和田山町施行
   県施行

昭和５３～５６年度（５カ年）� 事業費　1５８，６７９千円
平成２～1９年度（1８カ年）� 事業費２，５７1，６4７千円

２． 総延長 総延長 14，２５３m
（和田山町施行３，1３２m　県施行11，1２1m）

３． 総事業費 ２，７３0，３２６千円

4． 利用区域面積 ９７1ha

５． 道路規格 自動車道２級　幅員４m　設計速度２0㎞/h

床尾線（和田山工区）

東条

谷山

八坂

矢根

奥矢根

寺坂

日野辺

上野 中野

桐野 水石

出合市場

南尾

出合

三原

正法寺小谷

東里ヶ岳
△ 663.7m

東床尾山
△ 839m

西床尾山
△ 843m

室尾山
△ 629.7m

奥山

起点

和田

内海

竹ノ内

畑

終点

日殿

河本

相田

平田

佐々木

天谷
西谷

鉄鈷山

糸井の大カツラ○

不動の滝

△ 775m

国
道
四
八
二
号

県
道
但
東
夜
久
野
線

至
夜
久
野

国道４２６号
国道４２６

号

至出石

至福知山

至国道
９号線

市道和
田竹ノ

内線

至
宮
津

○但東総合支所

開通記念碑

豊　

岡　

市

　
　
　

但
東
町

林
道
床
尾
線

豊　

岡　

市

　
　
　

出
石
町

朝　

来　

市

　
　
　

和
田
山
町

京
都
府

福
知
山
市

　
　
　
　
　
　

夜
久
野
町

床尾線（但東工区）

森林管理道　床尾線位置図
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開
通
式
で
は
、

伍
々
農
政
環
境

部
長
、
中
貝
豊

岡
市
長
、
井
上

朝
来
市
長
ほ
か

関
係
者
の
手
で
、

開
通
記
念
碑
に

掛
け
ら
れ
た
白

布
が
除
幕
さ
れ
、

そ
の
後
出
席
者

全
員
で
記
念
植

樹
（
ヤ
マ
モ
ミ

ジ
）
を
行
い
、

開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

　

記
念
碑
に
は
、

奥
田
豊
岡
市
副

市
長
の
提
案
と
、

元
農
林
水
産
大

臣
の
谷
洋
一
氏

揮
毫
に
よ
る

「
峰
遙
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
床

尾
線
沿
線
か
ら

眺
望
で
き
る
景
色
を
読
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
林
道
の
開
通
式
で
、
最
終
工
事
の
区
間
が
県
か
ら
豊

岡
市
に
引
き
継
が
れ
、
全
線
開
通
し
た
林
道
「
床
尾
線
」

は
、
朝
来
市
和
田
山
町
と
豊
岡
市
但
東
町
を
最
短
で
結
ぶ

連
絡
道
と
し
て
、
地
域
の
農
林
業
の
振
興
と
併
せ
て
自
然

環
境
教
育
の
場
等
と
し
て
、
沢
山
の
人
に
幅
広
く
利
活
用

さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

開通記念碑除幕式（H２0．11．1９）開通記念碑（谷洋一書）

森林管理道 床尾線 年度別実施状況 （単位／延長：ｍ　事業費：千円）

施
行
主
体

施
行
年
度

和　田　山　町 但　　東　　町
施行延長 事業費和田山工区 和田山工区 但東工区

施行延長 事業費 施行延長 事業費 施行延長 事業費

町
施
行

昭５３ ２５８ ８，３３0 ２５８ ８，３３0 
〃 1，２７0 ３６，５２0 1，２７0 ３６，５２0 

昭５4 ５３0 ２1，９６７ ５３0 ２1，９６７ 
昭５５ ３９８ ５３，９0２ ３９８ ５３，９0２ 
昭５６ ６７６ ３７，９６0 ６７６ ３７，９６0 
計 ３，1３２ 1５８，６７９ ３，1３２ 1５８，６７９ 

県
施
行

平２ ６５３ ６３，５00 ６５３ ６３，５00 
平３ 4５６ 4５，000 4５６ 4５，000 
平４ ２５２ ３0，000 ３３６ 4９，000 ５８８ ７９，000 
平５ （県単）� 40８ ８0，000 44２ ７５，000 ８５0 1５５，000 
平６ （県単）� 4６0 ８0，000 440 ８0，000 ９00 1６0，000 
平７ ２２８ ５５，000 ２２８ ５５，000 
平８ （県単）� ５10 1２0，000 ３２７ ８８，６00 ８３７ ２0８，６00 
平９ （県単）� ５２２ 1３0，５６７ ２５７ ７0，２00 ７７９ ２00，７６７ 
平10 ２３1 ７4，６00 ２６1 ６4，000 4９２ 1３８，６00 
平11 （県単）� 4６９ 1２５，000 ２９0 ９３，1２0 ７５９ ２1８，1２0 
平1２ （県単）� 0 11７，６00 （県単） � 0 ７，400 ３0９ ９0，000 ３0９ ２1５，000 
平1３ ６40 1８，000 （県単） � 1８0 ８２，000 4５５ 100，000 1，２７５ ２00，000 
平14 （県単） � 0 1，000 0 1，000 
〃 （県単） � ３２0 114，000 （県単）� 14８ ６0，000 4６８ 1７4，000 

平1５ （県単） � 1９９ 101，000 ２９３ ７６，２00 4９２ 1７７，２00 
平1６ （県単） � 1９1 ６0，000 1９1 ６0，000 
平1７ （県単） � 1８８ ５1，000 4２0 ６５，５00 ６0８ 11６，５00 
平1８ （県単） � 140 ５３，000 ３８0 ８1，５00 ５２0 1３4，５00 
平1９ （県単） � 4２4 ９９，８６0 ２９２ ７0，000 ７1６ 1６９，８６0 
計 ３，4９２ ７７５，７６７ 1，６4２ ５６９，２６0 ５，９８７ 1，２２６，６２0 11，1２1 ２，５７1，６4７ 

合　計 ６，６２4 ９３4，44６ 1，６4２ ５６９，２６0 ５，９８７ 1，２２６，６２0 14，２５３ ２，７３0，３２６ 
※施行年度には翌年度に繰越したものを含む



第
４８
回
治
山
研
究
発
表
会　

最
優
秀
賞
受
賞

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
り
劣
化
し
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
治
山
ダ
ム
の
対
策
工
法

兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務
所 

工
務
第
１
課　

藤
原
英
樹

工
務
第
２
課　

杉
山
和
史

第25号 （10）兵庫の治山・林道と森林整備

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務
所
で
は
、
昭
和
40
～
50
年
代
に

六
甲
山
系
で
施
行
さ
れ
た
治
山
ダ
ム
８４９
基
に
つ
い
て
目
視

点
検
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
ク
ラ
ッ
ク
発
生
等
の
劣

化
が
認
め
ら
れ
、
対
策
が
急
が
れ
る
15
基
に
つ
い
て
、
詳

細
調
査
を
実
施
し
て
対
策
工
事
を
実
施
し
た
。

　

今
回
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
り
劣
化
し
た
治
山
ダ

ム
対
策
に
つ
い
て
、
と
り
く
み
を
ま
と
め
た
の
で
概
要
を

報
告
す
る
。

２
．
調
査
内
容

　

目
視
点
検
（
１
次
）
調
査
と
し
て
、
堤
体
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
兆
候
の
有
無
と
と
も

に
、
治
山
ダ
ム
施
行
位
置
上
下
流
の
状
況
・
地
形
、
保
全

対
象
を
加
え
た
社
会
的
条
件
に
つ
い
て
も
評
価
を
行
っ
た
。

　

詳
細
（
２
次
）
調
査
は
、
目
視
可
能
な
範
囲
の
、
①
ク

ラ
ッ
ク
分
布
図
作
成
、
②
超
音
波
に
よ
る
ク
ラ
ッ
ク
の
深

さ
の
測
定
と
堤
体
の
超
音
波
伝
搬
速
度
測
定
、
③
堤
体
か

ら
採
取
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ア
の
圧
縮
強
度
試
験
と
、

超
音
波
の
伝
搬
速
度
お
よ
び
静
弾
性
係
数
の
測
定
（
図

１
）、
④
２
次
元
有
限
要
素
法
に
よ
る
内
部
応
力
の
解
析

（
図
２
）、
⑤
採
取
し
た
供
試
体
に
よ
る
ア
ル
カ
リ
骨
材
反

応
の
促
進
膨
張
試
験
（
図
３
）
を
行
っ
た
。

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

超音波速度（m/S）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度（
N
/
㎟
）

清水町
五介谷（53Y第4号）
五介谷、再度谷
船坂、雲雀ヶ丘
指数（清水町）
指数（五介谷（53Y第4号））
指数（船坂、雲雀ヶ丘）
指数（五介谷、再度谷）

2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 5500

y = 6.0632e0.0004x
R2 = 0.1925

y = 1.0211e0.0008x
R2 = 0.4545 y = 1.1721e0.0007x

R2 = 0.5159

y = 1.0426e0.0007x
R2 = 0.3671

変位図 τmaxコンター図

（kN/m2 ）

0.000500

0.000500

（注：有限要素法は構造力学の分野で発達し広く応用されている手法で、構造物を小さな要素の
　　　集合体として構成し、外力が加わることで発生する変位もとに構造を評価するもの。）

膨
張
率

標準養生 促進養生

全
膨
張
率残存膨張率

解放膨張率

・解放膨張：コンクリート構造物から採
取したコアを標準養生（20±2℃、相
対湿度95%以上）したときに生ずるア
ルカリ骨材反応による膨張

・残存膨張：解放膨張終了後、コアを促
進養生（40±2℃、相対湿度95%以
上）したときに生ずるアルカリ骨材反
応による膨張

図１　採取コアの圧縮強度と超音波速度の相関

図�　二次元有限要素法による解析図《FEM解析結果》

図�　促進膨張試験《反応性コアの膨張特性》
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３
．
調
査
結
果

⑴
堤
体
強
度
に
つ
い
て

　

治
山
ダ
ム
ご
と
に
採
取
コ
ア
の
強
度
と
超
音
波
伝

搬
速
度
を
計
測
し
、
治
山
ダ
ム
本
体
の
超
音
波
伝
搬

速
度
か
ら
強
度
を
推
定
評
価
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
推
定
し
た
劣
化
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧

縮
強
度
の
評
価
値
は
、
通
常
の
設
計
外
力
で
生
じ
る

内
部
応
力
に
対
し
て
堤
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
構
造
性
能
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑵
ク
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

治
山
ダ
ム
の
ク
ラ
ッ
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
が
表
面
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
構
造
の
一
体
性
は
維
持

し
て
い
る
が
、
一
部
の
貫
通
ク
ラ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、

そ
の
生
じ
た
位
置
に
よ
っ
て
滑
動
・
転
倒
に
対
す
る

安
定
を
満
足
し
な
い
も
の
も
見
ら
れ
た
。

⑶
内
部
応
力
に
つ
い
て

　

内
部
応
力
に
よ
り
生
じ
る
最
大
剪
断
力
は
、
調
査

対
象
の
治
山
ダ
ム
全
て
に
お
い
て
超
音
波
探
査
に
よ

り
推
定
し
た
治
山
ダ
ム
の
強
度
か
ら
算
出
さ
れ
る
許

容
剪
断
力
に
比
し
て
、
許
容
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
よ

っ
て
、
内
部
応
力
に
よ
る
剪
断
破
壊
は
生
じ
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

⑷
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
つ
い
て

　

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
の
進
行
が
ほ
ぼ
終
期
の
状
態

で
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ

る
劣
化
の
進
行
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

４
．
治
山
ダ
ム
の
劣
化
の
現
状
と
評
価

　

六
甲
山
系
の
治
山
ダ
ム
の
劣
化
の
現
状
は
、
下
記
６
項

目
に
整
理
で
き
る
。

ａ
： 

劣
化
状
況
は
異
な
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ア

ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
つ
い
て
は
、
終
期
に
あ
る
。

ｂ
： 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
伴
う
ク
ラ
ッ
ク
発
生
は
認

め
ら
れ
る
が
、
ダ
ム
構
造
の
一
体
性
は
維
持
さ
れ

て
い
る
。

ｃ
： 

治
山
ダ
ム
の
内
部
応
力
は
現
状
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

許
容
値
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

ｄ
： 

貫
通
ク
ラ
ッ
ク
は
、
転
倒
・
滑
動
に
対
す
る
安
定

評
価
に
つ
い
て
、
問
題
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。

ｅ
： 

部
材
厚
さ
の
小
さ
い
袖
部
や
放
水
路
付
近
で
の
劣

化
が
著
し
い
。

ｆ
： 

水
平
打
継
・
コ
ー
ル
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
に
起
因
す

る
ク
ラ
ッ
ク
が
多
い
。

　

以
上
か
ら
、
昭
和
40
～
50
年
代
に
施
行
さ
れ
た
治
山
ダ

ム
の
中
に
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
劣
化
が
進
行
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
直
ち
に
提
体
の
安
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

５
．
対
策
工
法

　

治
山
ダ
ム

の
機
能
回
復

を
図
る
修
繕

工
法
と
し
て
、

主
に
亜
硝
酸

リ
チ
ウ
ム
溶

液
と
無
機
系

注
入
材
の
ク

ラ
ッ
ク
注
入

工
及
び
、
無

機
系
塗
布
材

の
表
面
塗
布

工
を
併
用
し
、

さ
ら
に
設
計

外
力
に
対
し

て
不
安
定
と

な
る
貫
通
ク

ラ
ッ
ク
に
対
し

て
は
、
鋼
板
・

Ｈ
鋼
材
に
よ
る

補
強
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
ま

た
、
構
造
の
見

直
し
や
、
土
石

流
対
応
と
し
て

機
能
強
化
を
す

る
必
要
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
よ
る
増

厚
・
嵩
上
工
を

実
施
し
た
。

６
．
今
後
の
取
り
組
み

　

標
準
的
な
対
策
工
法
と
し
て
、
機
能
回
復
の
工
事
で
は
、

注
入
・
塗
布
・
補
強
工
法
を
、
機
能
強
化
の
工
事
で
は
、

注
入
・
塗
布
・
増
厚
・
嵩
上
げ
工
法
を
採
用
す
る
。
ま
た
、

治
山
ダ
ム
の
断
面
構
造
タ
イ
プ
毎
に
、
不
安
定
と
な
る
貫

通
ク
ラ
ッ
ク
の
位
置
・
範
囲
を
特
定
し
、
必
要
な
対
策
工

の
諸
元
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
調

査
を
行
わ
ず
に
対
策
工
事
の
設
計
が
可
能
と
な
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
す
る
。

　

平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た
国
庫
補
助
に
よ
る
機
能
強

化
事
業
を
活
用
し
て
、
積
極
的
に
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
治
山
ダ
ム
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｈ鋼による貫通クラック補修例

注入・塗布工＋増厚・嵩上げの施工例

嵩上げ部

既存堰堤
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最
優
秀
賞
受
賞

県
営
林
道
沿
線
か
ら
素
材
生
産
を

促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

～
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
林
道
へ
の
転
換
～

　
　
　
　

兵
庫
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所 

播
磨
林
道
建
設
事
業
所　

橋
本
志
信
・
栗
林
健
一

第25号 （1�）兵庫の治山・林道と森林整備

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
、
既
設

県
営
林
道
の
利
用
区
域

内
に
特
化
し
て
「
路
網

整
備
」と「
木
材
搬
出
」

を
促
進
す
る
目
的
で

「
路
網
拠
点
林
道
整
備

事
業
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。（
図
１
）

　

当
事
業
は
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・

フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の
車
両

系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
た
「
作
業
土
場
の

整
備
」
や
、「
2００
ｍ
程
度
の
短
距
離
支
線
開
設
」
を
行
う
ハ
ー

ド
事
業
で
す
。

　

今
回
、
そ
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

２
．“
つ
く
る
”
か
ら
“
つ
か
う
”
林
道
へ
の
転
換

　

木
材
生
産
を
支
え
る
基
盤
整
備
を
進
め
て
き
た
県
営
林
道

は
、“
つ
く
る
時
代
”
か
ら
“
つ
か
う
時
代
”
に
転
換
す
べ

き
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
着
実
に
林
道
が
延
伸
す
る
一
方

で
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
荒
廃
し
た
森
林
が
林

道
か
ら
見
え
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑴“
つ
か
う
”
た
め
の
課
題
整
理

　

そ
こ
で
、
林
道
の
問
題
点
に
つ
い
て
利
用
者
側
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
、
関
係
者
ら
に
よ
る
会
合
を
開
き
ま

し
た
。
県
営
林
道
に
対
す
る
重
要
な
意
見
を
２
つ
に
大

別
し
整
理
し
ま
し
た
。（
図
２
）

⑵
新
た
な
施
策
展
開
の
必
要
性

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な

施
策
展
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
施
策
展
開
に
必
要
な

４
つ
の
取
組
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

方
針
１
は
、
木
材
が
搬
出
さ
れ
な
い
林
道
か
ら
「
木

材
の
搬
出
を
行
う
こ
と
」。
方
針
２
は
、
路
網
密
度
を

県
営
林
道
周
辺
か
ら
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

「
作
業
道
と
の
接
続
を
重
視
す
る
こ
と
」。
方
針
３
は
、

車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、「
高
性
能
林
業
機
械
に
対
応
し
た
林
道
施
設
に

す
る
こ
と
」。
方
針
４
は
、
新
た
な
取
り
組
み
の
効
果

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
内
部
や
関
係
機

関
な
ど
「
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
・
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
」
と
し
ま
し
た
。

⑶
事
業
候
補
地
の
選
定

　

次
に
行
っ
た
の
は
、
事
業
候
補
地
の
選
定
作
業
で
す
。

地
域
毎
に
候
補
地
選
定
作
業
を
行
う
組
織
を
編
成
し
、

山
元
に
利
益
が
出
る
よ
う
候
補
地
の
選
定
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
候
補
地
の
選
定
基
準
は
次
の
３
つ
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
箇
所
と
し
ま
し
た
。

・
条
件
１
：
森
林
基
幹
道
の
供
用
箇
所

・
条
件
２
： 

７
齢
級
以
上
の
人
工
林
が
集
中
し
て
い
る

箇
所

・
条
件
３
： 

技
術
面
及
び
経
費
面
で
森
林
所
有
者
、
林

業
事
業
体
が
森
林
基
幹
道
に
作
業
道
を
接

続
で
き
な
い
箇
所

⑷
事
業
候
補
地
の
優
先
順
位
の
決
定

　

選
定
作
業
の
結
果
、

29
箇
所
の
候
補
地
を

選
定
し
ま
し
た
。
予

算
上
の
理
由
で
、
候

補
地
す
べ
て
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
事
業
評
価

調
書
を
作
成
し
、
評

点
方
式
で
５
箇
所
に

絞
り
込
み
ま
し
た
。

こ
の
評
価
調
書
は
、

木
材
を
搬
出
す
る
た

め
に
必
要
な
要
素

（
路
網
整
備
計
画
、

木
材
の
搬
出
計
画
、

計
画
実
行
性
）
を
数

値
化
し
、
路
網
拠
点

林
道
整
備
事
業
実
施

後
の
効
果
の
高
さ
を

判
定
し
、
評
点
を
算

出
す
る
仕
組
み
と
し

ま
し
た
。

⑸
素
材
生
産
現
場
に
学
び
設
計
に
反
映

　

素
材
生
産
に
最
適
な
施
設
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、

前
例
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
素
材
生
産

を
行
っ
て
い
る
現
場
を
参
考
に
し
、
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
ま
し
た
。（
図
３
）

①�近くまで作業道がきているが、
林道の敷地は県の土地なので接
続できないと思っていた。

▼
・他人の土地に対する遠慮
・作業道と林道をつなぐ施策を

展開していない。

②�法面や、盛土が高くて、山に入れ
ない。作業スペースがない。

▼
・林道利用者にとって使いやす

い施設ではない。

図－1　路網拠点林道整備事業

図－２　県営林道に対するイメージ

新たな施策展開

写真-1
丸太の仕分け（八木木材）

県内事例
（兵庫県）

積込みヤード（戸川木材）

県外事例
（岡山県）
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ポ
イ
ン
ト
１

　

生
産
現
場
で
は
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
に
作
業

土
場
、
集
積
所
が
適
正
な
配
置
と
な
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
伐
採
・
木
寄
せ
、
集
材
、
造
材
、
積
み

込
み
、
椪
積
の
各
工

程
で
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
、

作
業
シ
ス
テ
ム
全
体

の
生
産
性
を
あ
げ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
積
込
み
効
率
改

善
の
た
め
に
、
グ
ラ

ッ
プ
ル
が
林
道
面
よ

り
１
段
高
く
配
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
２
）

ポ
イ
ン
ト
２

　

ト
ラ
ッ
ク
が
林
道
で
方
向
転
換
す
る
た
め
に
は
十

分
な
広
さ
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
10
ｍ
以
上
の

車
廻
し
を
作
業
土
場
に
併
設
し
、
積
み
込
み
効
率
の

高
い
施
設
と
な
る
よ
う
設
計
し
ま
し
た
。
生
産
現
場

で
は
丸
太
を
径
級
毎
に
仕
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
作
業

土
場
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
椪
積
は
４
山
程
度
と
想
定
し
、
丸
太
の
長

さ
と
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
移
動
を
考
慮
し
て
、
作
業
土
場

に
最
低
必
要
な
幅
を
８
ｍ
程
度
と
想
定
し
設
計
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
３

　

現
場
か
ら
製
材
工
場
へ
直
送
す
る
こ
と
で
、
木
材

市
場
の
椪
積
手
数
料
や
運
材
費
が
削
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
林
道
と
作
業
土
場
を
結
ぶ
施
設
「
路
網
拠
点

林
道
」
に
つ
い
て
は
、
想
定
車
両
を
ホ
イ
ル
系
車
両

と
し
て
、
急
勾
配
区
間
を
安
全
走
行
す
る
た
め
に
必

要
な
幅
員
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
林
道
３
級
規
格

を
標
準
と
し
て
設
計
し
ま
し
た
。

３
．
施
工
事
例
に
つ
い
て

　

尾
根
を
越
す
路
網
拠
点
施
設
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
（
図

４
）。
緑
の
区
域
は
森
林
整
備
に
熱
心
な
企
業
の
社
有
林

11３ 

ha
で
す
。

こ
の
計
画

区
域
内
に

は
、
既
に

４
、
９
０

０
ｍ
も
の

作
業
道
が

整
備
さ
れ

て
い
ま
し

た
が
、
分

水
嶺
の
尾

根
を
挟
ん

で
林
道
の

反
対
側
に

あ
る
た
め
、

森
林
所
有
者
は
作
業
道
を
林
道
に
取
り
付
け
る
こ
と
を
断
念

し
て
い
ま
し
た
。（
写
真
３
）

　

林
道
は
切
土
法
面
が
連
続
し
て
お
り
、
作
業
路
の
入
り
口

を
確
保
す
る
の
は
非
常

に
困
難
で
し
た
。（
図

５
）
路
網
拠
点
林
道
は
、

こ
の
問
題
を
解
決
で
き

る
場
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

丸
太
集
積
積
込
み
の

ス
ペ
ー
ス
を
、
尾
根
を

越
え
た
平
坦
な
場
所
に

設
置
し
、
林
道
と
路
網

拠
点
の
間
は
、
ト
ラ
ッ

ク
走
行
の
み
を
想
定
し

幅
員
３
ｍ
の
３
級
林
道

で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。（
写

真
４
）

４
．
ま
と
め

　

県
営
林
道
か
ら
木
材
を
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
取
り
組

み
内
容
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
実
施
体
制
で
は
、
林
業
事
業

体
、
行
政
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
実
務
者
、
所
有
者
が
一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
共
に
取
り
組
み
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
、
間
伐
関
連
事
業
な
ど
と
の
連

携
が
図
ら
れ
、
事
業
者
、
所
有
者
の
施
業
意
欲
も
向
上
し
、

実
効
性
の
高
い
事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
路
網
を
生
か
し
た
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
木
材
搬
出
が
、
林
道
沿
線
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
い
う
事

業
効
果
を
発
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
は
、
結
果
的
に
話
が
ま
と
め
や
す
か
っ
た
大
規
模
所

有
者
の
計
画
地
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
提
案
型
集
約
化
施

業
な
ど
を
取
り
込
む
事
に
よ
り
、
林
道
沿
線
の
木
材
搬
出
が

一
層
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
町
が
同
様
の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地

域
木
材
資
源
の
利
活
用
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
先
進
的
な
素
材
生
産

業
者
を
中
心
に
、
よ
り
生
産
効
率
の
高
い
シ
ス
テ
ム
へ
と
発

展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
敏
感
に

と
ら
え
た
林
道
設
計
が
継
続
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
広
域
的
視
野
で

捉
え
た
計
画
的
な
伐
採
と
、
再
造
林
の
実
行
確
保
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

写真2　トラックの積み込み効率改善

トラック荷台位置

1．0m～1．５m程度高い
積み込み土場

図－4

写真3　�尾根を越えればすぐそこにある
木材搬出予定地

本線

丸太積みスペース

尾根

路網拠点林道路網拠点林道

図－５　事業計画平面図

写真4　�尾根越えの路網拠点林道完成写真

図－３

効率的な路網拠点林道の検討

素材生産現場で得られた
3つのポイント

①�作業効率を高めるための作
業土場・集積所の適正配置

②�トラックの車廻しと作業ス
ペースの工夫

③�流通コストを削減するため
の工夫
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優
秀
賞
受
賞

里
山
に
お
け
る
防
災
機
能
向
上
へ
の
取
組

み(
里
山
防
災
林
整
備
事
業)

に
つ
い
て

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課　

上
田
直
樹

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地
域
振
興
部
豊
岡
農
林
振
興
事
務
所　

須
本
孝
幸

第25号 （1�）兵庫の治山・林道と森林整備

１
．
里
山
防
災
林
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
「
里
山
防
災
林
整
備
事
業
」
と
は
、「
県
民
線
税
」
を
活

用
し
て
集
落
裏
山
を
対
象
に
、
森
林
の
も
つ
防
災
面
で
の

機
能
を
再
生
さ
せ
て
生
活
環
境
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
管
理
や
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
簡
易
な
防
災
施
設

の
設
置
や
森
林
整
備
、
歩
道
整
備
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
実
施
時
に
は
、
地
元
が
有
す
る
災
害
情
報
や
維
持

管
理
に
関
す
る
要
望
等
を
収
集
し
、
事
業
へ
反
映
さ
せ
、

事
業
完
了
時
に
お
い
て
も
市
町
と
森
林
所
有
者
に
よ
る
管

理
に
関
す
る
覚
書
も
締
結
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
平
成
18
・
19
年
の
２
年
間
で
37
箇
所
、
８０４ 

ha

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
優
良
整
備
事
例（
豊
岡
市
竹
野
町
林
地
区
）に
つ
い
て

　

平
成
19
年
に
実
施
し
た
豊
岡
市
竹
野
町
林
地
区
（
写
真

１
）
に
お
け
る
管
理
活
動
事
例
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
か
ら
わ
か
る
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
変
化
な
ど

を
以
下
に
示
し
ま
す
。

⑴
地
元
住
民
に
よ
る
維
持
管
理
活
動

　

整
備
完
了
か
ら
お
よ
そ
３
ヶ
月
後
に
、
竹
野
町
林

地
区
の
地
域
住
民
ら
約
50
人
に
よ
り
、
将
来
的
に
人

家
等
へ
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
竹
の
伐
採
を
行

い
、
ま
た
、
今
後
も
森
林
所
有
者
と
地
域
住
民
が
協

同
で
里
山
防
災
林
の
保
全
作
業
に
当
た
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
里
山
防
災
林
の
維
持
管
理
を
行
う
組
織

「
林
区
里
山
防
災
林
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
２
・
３
）

⑵
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

全
世
帯
の
93
％
に
あ
た
る
38
世
帯
（
男
性
24
、
女

性
14
）
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

①
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
変
化

　
「
安
全･

安
心
が
向
上
し
た
」
と
回
答
し
た
の
は

全
体
の
92
％
を
占
め
、
住
民
意
識
の
安
全
・
安
心

の
向
上
と
い
う
事
業
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
の
向
上
の
要
因
と
し
て
、
回
答
者

全
員
が
「
人
家
裏
山
の
危
険
木
伐
採
」
を
あ
げ
て

お
り
、
倒
木
被
害
な
ど
の
恐
れ
か
ら
の
解
放
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
簡
易
防
災
施
設
や
森
林
・
竹
林

整
備
は
効
果
の
発
現
に
時
間
を
要
し
、
効
果
が
見

え
に
く
い
こ
と
に
よ
り
、
安
心
へ
の
影
響
が
比
較

的
少
な
い
結
果
で
し
た
。（
図
１
）

写真１　竹野町林地区の整備前と整備後の状況
荒廃渓流のカゴ枠工と水路工

竹林の間伐と伐採竹の整理

整備前

整備後

写真3　維持管理をする組織を結成

写真２　地域住民による竹の伐採状況
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②
住
民
意
識
の
変
化

　

個
人
の
住
民
意
識
の
中
で
変
わ
っ
た
の
が
「
防

災
に
対
す
る
意
識
」
と
回
答
し
た
人
が
全
体
の
約

53
％
を
し
め
、
こ
の
事
業
が
防
災
に
対
し
て
考
え

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
様
に
地
域
全
体
に
お
け
る
変
化
と
し

て
「
裏
山
の
維
持
管
理
」
と
回
答
す
る
人
が
全
体

の
約
61
％
を
し
め
、
続
い
て
「
地
元
で
考
え
る
機

会
が
増
え
た
」
と
い
う
回
答
が
約
55
％
と
多
く
あ

り
ま
し
た
。（
図
２
）

　

こ
れ
は
、
個
々
の
住
民
意
識
と
同
様
に
地
域
全

体
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
業
に
よ
り
様
々
な
こ
と

に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
状
況
よ
り
、
防
災
意
識
の
更

な
る
芽
生
え
や
高
揚
が
な
さ
れ
、
継
続
的
な
維
持

管
理
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
防

災
に
対
す
る
意
識
付
け
等
が
、
地
域
に
よ
る
防

災
・
減
災
対
策
に
発
展
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

３
．
今
後
の
課
題

　
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
の
取
組
と
し
て
、
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
22
年
度
の
５
年
間
で
里
山
防
災
林
整
備
事

業
に
よ
り
２
、０
０
０
ha
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
お
り
、
こ
の
目
標
の
確
実
な
実
施
と
、
整
備
実
施
後
も

継
続
し
て
維
持
管
理
さ
れ
た
里
山
防
災
林
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
、
以
下
の
課
題
に
今
後
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

⑴
適
切
な
維
持
管
理
へ
向
け
た
行
政
と
し
て
の
取
組

　

行
政
と
し
て
、
継
続
的
な
維
持
管
理
を
目
指
し
て
、

住
民
の
管
理
意
識
の
向
上
と
住
民
へ
の
管
理
手
法
の

伝
達
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
民
に

わ
か
り
や
す
い
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
竹

野
町
林
地
区
の
よ
う
な
優
良
事
例
の
紹
介
な
ど
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑵
事
業
効
果
の
検
証

　

新
た
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

行
政
と
し
て
の
説
明
責
任
を
適
切
に
果
た
す
た
め
に
、

事
業
の
効
果
を
多
角
的
に
分
析
、
検
証
し
、
そ
の
結

果
を
県
民
へ
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ. 事業前と比べ、安全になったと思いますか？ Ｑ. 安全と感じた理由は？（複数回答可）

n=38
そう思う
25人

（65.8%）

人家裏の危険木伐採

簡易防災施設の設置

森林・竹林の整備

35人
（100%）

11人
（31%）

7人
（20%）

どちらかと
いえば
そう思う
10人

（26.3%）

そう思わない
2人（2.6%）

分からない
2人（5.3%）

安全になったと
答えた 35人

0 10 20 30 （人）

Ｑ. 事業実施により、自分自身あるいは地域全体で何かかわりましたか？（複数回答可）

n=38

防災に対する
意識

裏山の利用 裏山の
維持管理

地元で
考える機会

特に変わって
いない

20人
（52.6%）

13人
（34.2%）

23人
（60.5%） 21人

（55.3%）

4人
（10.5%）

0

5

10

15

20

25

個　　人 地域全体

図-1　安全・安心に関するアンケート調査結果

図-２　住民意識に関するアンケート調査結果
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１
．
概
要

　

林
道
開
設
工
事
で
発
生
し
た
残
土
に
つ
い
て
、
石
材
と

土
砂
と
に
ふ
る
い
分
け
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
砕
石
や
埋

め
戻
し
土
砂
と
し
て
有
効
利
用
し
な
が
ら
、
併
せ
て
残
土

処
分
量
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倒
壊
し
た
丸
太
柵
工
を
撤
去
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
腐
朽
の
進
ん
で
い
な
い
横
丸
太
を
選
別
し
て
丸
太
積

工
等
に
再
利
用
し
ま
し
た
。

２
．
取
組
み
の
背
景

　

施
工
箇
所
は
、
森
林
基
幹
道
三
川
線
（
全
体
延
長
Ｌ
＝

29
・
５
㎞
）
で
、
平
成
21
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
開
設

及
び
舗
装
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
残
土
場
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
既

設
残
土
場
の
上
に
残
土
を
山
盛
り

に
し
て
仮
置
き
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）

　

今
回
の
取
組
み
は
、
こ
の
残
土

に
含
ま
れ
て
い
る
硬
い
石
材
を
現

地
破
砕
す
れ
ば
道
路
用
砕
石
に
利

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

つ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

３
．
試
験
施
工
・
材
料
試
験

①
ふ
る
い
分
け
試
験

　

現
地
の
残
土
を
採
取
し
て
ふ
も
と
の
土
場
に
搬
入

し
、
2４０
㎜
メ
ッ
シ
ュ
の
ス
ケ
ル
ト
ン
バ
ケ
ッ
ト
を
装

着
し
た
１
㎥
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
り
ふ
る
い
分
け
作
業

の
試
験
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
施
工
の
結
果
、
ふ
る

い
分
け
効
率
と
歩
留
ま
り
を

改
善
す
る
た
め
、
1５０
㎜
メ
ッ

シ
ュ
の
ス
ケ
ル
ト
ン
バ
ケ
ッ

ト
（
写
真
２
）
を
作
成
し
、

バ
ッ
ク
ホ
ウ
２
台
体
制
で
ふ

る
い
分
け
作
業
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

②
石
材
破
砕
機
の
検
証

　

硬
岩
・
軟
岩
が
混
在
す
る
材
料
で
も
破
砕
で
き
る

の
か
確
認
す
る
た
め
、
ふ
る
い
分
け
試
験
で
得
ら
れ

た
石
材
を
自
走
式
破
砕
機
で
破
砕
試
験
を
実
施
し
、

動
作
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

③
材
料
試
験

　

試
験
破
砕
で
得
ら
れ
た
砕
石
に
つ
い
て
材
料
試
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
粒
度
分
布
は
道
路
用
砕
石
Ｃ
40

の
規
格
を
有
し
、
修
正
Ｃ
Ｂ
Ｒ
は
29
・
８
％
、
塑
性

指
数
は
５
・
７
で
あ
る
た
め
、
下
層
路
盤
材
と
し
て

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

４
．
本
施
工

①
残
土
ふ
る
い
分
け

　

２
台
の
ス
ケ
ル
ト
ン
バ
ケ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ

り
、
１
、４
６
０
㎥
の
残

土
は
７
日
間
で
石
材
３９５
㎥

と
土
砂
１
、０
６
５
㎥
に

ふ
る
い
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
か
ら
土
場
内
の
整
理

に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
５

日
間
稼
働
し
ま
し
た
。（
写

真
３
～
５
）

②
石
材
現
地
破
砕

　

自
走
式
破
砕
機
に
よ
る
石
材
破
砕
は
５
・
５
日
を

要
し
ま
し
た
。
破
砕
機
に
は
８００
×
６００
×
３５０
㎜
ま
で
の

石
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
大
き
い
石
材

は
破
砕
に
時
間
を
要
し
効
率
が
上
が
ら
な
い
の
で
、

途
中
か
ら
大
型
ブ
レ
ー
カ
ー
に
よ
る
小
割
り
作
業
を

２
・
５
日
実
施
し
ま
し
た
。（
写
真
６
・
７
）

③
材
料
試
験

　

本
施
工
で
破
砕
し
た
砕
石
に
つ
い
て
も
材
料
試
験

を
行
い
ま
し
た
。
試
験
施
工
よ
り
若
干
粗
め
と
な
る

写真１　残土の山

写真２　スケルトンバケット

写真５　ふるい分け土砂

写真４　ふるい分け石材

写真３　ふるい分け作業写真７　現地破砕完了

写真６　現地破砕
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よ
う
に
調
整
し
た
こ
と
に
よ
り
、
修
正
Ｃ
Ｂ
Ｒ
は

58
・
６
％
と
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

④
舗
装
工

　

三
川
線
に
お
い
て
県
単
独
林
道
整
備
事
業
で
舗
装

工
１
、４
０
０
ｍ
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
約
３
㎞

離
れ
た
現
場
へ
現
地
破
砕
材
を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運

搬
し
て
、
下
層
路
盤
材
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
締

固
め
密
度
、
プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
も
問
題
な
く
、

施
工
業
者
か
ら
は
締
め
固
ま
り
や
す
い
砕
石
だ
と
の

評
価
を
得
ま
し
た
。

⑤
路
床
土
・
盛
土
の
置
換
え

　

一
方
、
ふ
る
い
分
け
た
残
り
の
土
砂
は
、
適
度
に

礫
を
含
ん
で
お
り
、

置
換
え
土
砂
と
し

て
の
有
効
利
用
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

土
質
試
験
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｂ

Ｒ
40
・
５
％
、
粘

着
力
Ｃ
＝
４
・
６

ｋ
Ｎ
／
㎡
、
内
部

摩
擦
角
φ
＝
33
・

２
度
と
い
う
値
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
接
す
る
林
道

開
設
現
場
が
軟
弱

地
盤
で
、
内
部
摩

擦
角
15
・
１
度
、

Ｃ
Ｂ
Ｒ
０
・
８
％

と
極
め
て
条
件
の

悪
い
粘
性
土
で
困

っ
て
い
た
た
め
、

置
換
え
路
床
土
・

盛
土
と
し
て
有
効

利
用
を
図
り
ま
し
た
。

５
．
コ
ス
ト
分
析

　

以
上
の
取
組
み
の
コ
ス
ト
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
表
１

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
土
ふ
る
い
分
け
・
現
地
破
砕
に
よ
る
路
盤
材
は
、
購

入
砕
石
に
比
較
し
て
大
幅
な
コ
ス
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
残
土
ふ
る
い
分
け
・
路
床
土
等
の
置
換
え
は
、
セ

メ
ン
ト
系
固
化
剤
で
路
床
土
等
を
安
定
処
理
し
た
経
費
に

比
較
し
て
経
済
的
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
工
区
に
お
け
る
過
去
４
年
間
の
残
土
処

分
経
費
（
盛
土
留
か
ご
よ
う
壁
、
排
水
施
設
、
盛
土
等
の

経
費
）
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
１
㎥
あ
た
り
の
残
土
処
分

経
費
は
１
、２
４
８
円
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
費
を
合
計
し
、
残
土
１
㎥
当
た
り
の
割
り

出
し
単
価
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
取
組
み
全
体
で

１
、０
１
９
千
円
（
直
接
工
事
費
）
の
コ
ス
ト
縮
減
を
果

た
し
ま
し
た
。

６
．
撤
去
丸
太
の
再
利
用

　

林
道
の
切
土
法
尻
の
丸
太
柵
工
に
つ
い
て
、
経
年
変
化

で
木
杭
に
腐
朽
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
積
雪
グ

ラ
イ
ド
に
よ
る
丸
太
柵
工
の
倒
壊
が
近
年
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
写
真
８
）

　

そ
こ
で
、
倒
壊
し
た
木
柵
を
撤
去
の
上
、
腐
朽
が
進
行

し
て
い
な
い
横
丸
太
を
分
別
し
て
、
丸
太
積
工
の
部
材
と

し
て
再
利
用
を
図
り
ま
し
た
。（
写
真
９
）

７
．
ま
と
め

　

ふ
も
と
の
資
材
を
林
道
開
設
現
場
へ
極
力
持
ち
込
ま
ず
、

現
地
の
資
材
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、
運
搬
車
両
か
ら

の
排
出
ガ
ス
削
減
に
貢
献
す
る
上
、
運
搬
経
路
路
面
の
損

傷
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
さ
ら
に
は
運
搬
経
路
沿
線
住

民
の
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
み
の
場
合
に
お
い
て
は
経
済
的
に
有
利
で

し
た
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
経
済
性
以
外
の
視
点
か
ら

現
地
発
生
材
の
有
効
利
用
に
努
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 写真９　丸太積工（原木積込みヤード）

写真８　倒壊丸太柵工

表１　コスト分析（金額は直接工事費）
■残土有効利用経費

項　目 数量 単価 金額 割出単価
路盤材現地破砕経費
　土砂ふるい分け
　現地破砕
　自走式破砕機設置撤去
　バックホウ積込み
　ダンプトラック運搬
　積上げ運搬費

３９５㎥
３９５㎥
1式

３９５㎥
３９５㎥
1式

（円）
６２0

３，40８
８２，８0６

1５６
７1７

（円）
２44，９00

1，３4６，1６0
８２，８0６
６1，６２0

２８３，２1５
２５３，000

（円）

　小　計 ３９５㎥ ２，２７1，７01 ５，７５1
路床土・盛土置換え経費
　土砂ふるい分け
　バックホウ積込み
　ダンプトラック運搬
　路床土置換え

1，0６５㎥
1，0６５㎥
1，0６５㎥
1，0６５㎥

６２0
1５６
4３0
２８５

６６0，３00
1６６，140
4５７，９５0
３0３，５２５

　小　計 1，0６５㎥ 1，５８７，９1５ 1，4９1
計 1，4６0㎥ ３，８５９，６1６ ２，６4３

■通常経費（比較）
項　目 数量 単価 金額 割出単価

路盤材購入
　材料費（RC-40） ３９５㎥

（円）
２，６５0

（円）
1，04６，７５0

（円）

　小　計 ３９５㎥ 1，04６，７５0 ２，６５0
路床土・盛土改良経費
　路床土セメント改良�CBR=２0
　盛土改良� EX-６0

（水平排水材）

６1５㎥
4５0㎥

３，0３4
３２1

1，８６５，９10
144，4５0

　小　計 1，0６５㎥ ２，010，３６0 1，８８７
残土処分経費 1，4６0㎥ 1，２4８ 1，８２２，0８0
　小　計 1，4６0㎥ 1，８２２，0８0 1，２4８

計 1，4６0㎥ 4，８７９，1９0 ３，３41



「
県
民
緑
税
」を
活
用
し
た
里
山
防
災
林
整
備
の
紹
介

宍
粟
市
山
崎
町
矢
原
地
区
に
つ
い
て

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課 

第25号 （1�）兵庫の治山・林道と森林整備

１
、
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」（
県
民
税

均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
導
入
し
、
里
山
防
災
林
整
備
等

の
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
．
里
山
防
災
林
整
備
に
つ
い
て

　

里
山
防
災
林
整
備
は
、
集
落
裏
山
な
ど
の
山
地
防
災
機

能
を
高
め
る
た
め
に
、
左
記
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
風
倒
の
危
険
性
の
あ
る
高
木
伐
採

　

除
伐
、
間
伐
、
放
置
竹
林
の
整
備
、
低
木
植
栽

⑵
木
柵
工
、
床
固
工
、
水
路
工
、
落
石
防
止
工

⑶
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
管
理
用
の
歩
道

３
．
宍
粟
市
山
崎
町
矢
原
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

⑴
矢
原
地
区
に
つ
い
て

　

矢
原
地
区
は
、
中
国
自
動
車
道
山
崎
イ
ン
タ
ー
の

北
約
４
㎞
に
位
置

し
、
人
家
77
戸
、

人
口
約
３００
人
の
集

落
で
す
。
山
裾
に

は
県
道
「
田
井
中

広
瀬
線
」
が
近
接

し
、
周
辺
に
は
矢

原
神
社
、
公
民
館
、

市
立
河
東
小
学
校

が
点
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
集
落

の
裏
山
は
30
度
を
越
え
る
急
斜
面
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
や
コ
ナ
ラ
群
落
が
あ
り
、
ケ
ヤ
キ
、
ア

ベ
マ
キ
も
見
ら
れ
ま
す
。

⑵
整
備
内
容
に
つ
い
て

　

整
備
計
画
は
、
地
元
説
明
会
を
行
い
、
住
民
等
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。（
写
真

１
）

主
な
整
備
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

① 

人
家
裏
や
県
道
沿
い
の
急
斜
面
に
あ
っ
て
、
風
倒

の
危
険
性
の
あ
る
高
木
を
大
型
ク
レ
ー
ン
で
伐
採

し
ま
し
た
。（
写
真
２
）

② 

人
家
裏
の
急
斜
面
の
下
部
に
は
、
表
層
土
壌
の
流

出
を
防
止
す
る
た
め
、
木
柵
工
を
設
置
し
ま
し
た
。

③ 

豪
雨
時
に
浸
食
を
受
け
て
、
下
流
へ
土
砂
流
出
の

危
険
性
が
あ
る
渓
流
に
、
か
ご
枠
を
用
い
た
床
固

工
を
設
置
し
ま
し
た
。（
写
真
３
）

４
．
整
備
後
の
地
元
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑴
地
元
子
供
会
と
保
護
者
等
で
、
手
作
り
の
巣
箱
20
個

を
制
作
し
、
整
備
地
の
木
々
に
設
置
し
ま
し
た
。（
写

真
４
）

⑵
地
元
自
治
会
が
矢
原
神
社
周
辺
等
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

ケ
ヤ
キ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
８００
本
の
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。（
写
真
５
）

　
　

こ
の
よ
う
に
、
矢
原
地
区
で
は
、
里
山
防
災
林
整

備
を
契
機
に
、
地
域
全
体
で
里
山
林
を
楽
し
み
、
里

山
林
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 公民館

矢原神社

山崎町矢原

河東小学校

山崎町神谷

山崎町中

さつき大橋

公民館

矢原神社

河東小学校

山崎町神谷

山崎町中

さつき大橋

写真-1�地元住民への説明会

写真-５�地元自治会による記念植樹

写真-２�県道沿いの危険木を伐採

写真-３�荒廃渓流に床固工を設置

写真-4�地元子供会が手作りの巣箱を設置

図-1　宍粟市山崎町矢原地区の位置



第
23
回「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」

 

（
10
月
12
日
㈰
）開
催

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会

創
立
５0
周
年
記
念
式
典
開
催

（1�） 平成21年1月7日

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
で
は
、

毎
年
恒
例
の
「
第
23
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ

ェ
ア
」
が
～
地
球
環
境
を
守
る
木
の
あ
る

暮
ら
し
～
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
12
日

（
日
）
に
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
広
場
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
～
見
る
・
ふ
れ
る
・
遊
ぶ
～

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
家
具
・
玩
具
な
ど
身

近
な
木
製
品
の
展
示
や
親
子
で
楽
し
め
る

木
工
教
室
な
ど
、
日
曜
日
の
一
日
を
家
族

連
れ
で
過
ご
す
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、“
暮
ら
し
の
中
で
使
え
る
様
々

な
木
製
品
や
竹
細
工
の
販
売
”
の
ほ
か

「
木
の
特
性
」「
木
造
住
宅
の
良
さ
」「
兵

庫
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制

度
」「
公
共
土
木
工
事
資
材
」
等
を
パ
ネ

ル
展
示
で
紹
介
し
、「
木
材
の
良
さ
」
等

に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
共
催
の
「
ラ
ジ
オ
関
西
ま

つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
の
イ
ベ

ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
催
さ
れ
、

こ
の
日
の
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
広
場
は
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

る
記
念
講
演
「
大
地
震
を
前
に
足
元
大
丈

夫
？
」
で
13
年
前
の
震
災
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
改
め
て
地
震
に
備
え
た
心
構
え

を
確
認
し
ま
し
た
。
講
演
後
は
「
ほ
た
る

火
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
交
え
た
賑
や
か
な
祝

賀
会
で
会
員
間
の
情
報
交
換
や
こ
れ
ま
で

の
思
い
出
を
語
り
合
い
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

当
日
、
野
村
県
木
連
会
長
は
、「
環
境

に
優
し
い
木
材
の
供
給
と
需
要
の
拡
大
に

努
め
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会
の
構
築

に
寄
与
で
き
る
木
材
産
業
に
し
た
い
」
と

い
う
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
９
月
に
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、

11
月
24
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
井
戸

兵
庫
県
知
事
、
梶
谷
県
議
会
副
議
長
、
石

堂
、
石
川
両
県
議
会
議
員
、
並
木
全
木
連

会
長
、
吉
条
全
木
協
連
会
長
ほ
か
の
ご
来

賓
と
当
会
会
員
な
ど
約
1４０
名
が
参
加
し
、

盛
大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
野
村
県
木
連
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
知
事
感
謝
状
、
県
木
連
会
長

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
福
和
教
授
に
よ

出展の様子

木工教室の様子

創立５0周年記念式典

感謝状の贈呈
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編

集

後

記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
₉
月
の
米
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ

ー
ス
の
破
綻
を
契
機
と
し
て
、ア
メ
リ
カ
に
端
を
発

し
た
経
済
危
機
は
一
気
に
全
世
界
に
拡
が
り
、不

安
な
年
明
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
の
秋
か
ら
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙

が
話
題
に
な
り
な
が
ら
、先
の
見
え
な
い
状
態
の

ま
ま
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、早
く
国
民
の
期
待

に
応
え
う
る
新
体
制
の
も
と
、明
る
い
希
望
を
も

た
ら
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

県
に
お
い
て
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

昨
年
か
ら
新
行
財
政
構
造
改
革
を
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、長
期
に
わ
た
る
計
画
的
、継
続
的
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
森
林
・
林
業
施
策
や
そ
の
推

進
体
制
へ
の
し
わ
寄
せ
が
無
い
よ
う
に
、上
記
の
要

望
活
動
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
要
望
に
添
い
本
年
は
、「
県
民
緑
税
」の
継

続
実
施
に
向
け
た
森
林
・
林
業
関
係
者
の
力
強
い

取
組
を
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
新

た
な
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
構
想
」を
立
ち
上
げ
て

頂
く
取
組
も
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、協
会
を
取
り
巻
く
情
勢
が
一段
と
厳
し
く
な

っ
て
い
る
な
か
、公
益
法
人
制
度
等
関
連
三
法
が
、

昨
年
12
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、新
法

に
基
づ
く
団
体
へ
の
移
行
手
続
き
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、「
や
ま
な
み
25
号
」の
発
刊
に
あ

た
り
、ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、次
回「
や
ま
な
み
26
号
」は
₆
・
₇
月
頃

の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、森
林
・
林
業
等

に
関
わ
る
地
域
の
話
題
を
ご
提
供
頂
き
ま
す
と
と

も
に
、当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
2１
年
度
予
算
並
び
に
新
行
財
政
構
造
改
革
推
進
に
あ
た
っ
て

林
業
関
係
５
団
体
が
県
及
び
県
議
会
に
要
望
を
展
開

　

平
成
2０
年
12
月
１
日
に
、
当
協
会
並
び
に
兵
庫
県
林
業
会
議
、

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
、
兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
、

兵
庫
県
林
業
協
会
の
５
団
体
が
、
井
戸
知
事
、
齋
藤
・
五
百
蔵
両

副
知
事
を
は
じ
め
関
係
部
長
な
ど
県
幹
部
や
釜
谷
県
議
会
議
長
・

梶
谷
副
議
長
、
県
議
会
各
会
派
と
総
て
の
県
議
会
議
員
に
要
望
活

動
を
展
開
し
た
。

　

要
望
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
な
ど
「
県
民

緑
税
」
制
度
の
充
実
強
化
に
よ
る
継
続
実
施
や
新
た
な
森
づ
く
り

構
想
の
検
討
、
県
産
木
材
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
の
「
県
産
木

材
供
給
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
生
産
・
供
給
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
治

山
・
林
道
事
業
の
拡
充
強
化
や
新
行
革
推
進
に
あ
た
っ
て
の
森

林
・
林
業
組
織
体
制
へ
の
配
慮

を
強
く
求
め
た
。

　

井
戸
知
事
に
は
、
知
事
応
接

に
お
い
て
伍
々
農
政
環
境
部
長

等
関
係
職
員
に
も
立
ち
会
い
を

頂
き
、
３
団
体
の
会
長
で
あ
る

谷
会
長
、
林
業
協
会
長
で
あ
る
石
堂
県
議
会
自
民
党
政
務
調
査
会

長
の
ほ
か
各
団
体
専
務
等
も
参
加
し
、
要
望
書
に
記
載
の
５
項
目

の
要
望
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

県
と
し
て
は
、
新
行
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
が
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

特
に
「
県
民
緑
税
」
の
継
続
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
県
民
の

協 会 だ よ り

　県土の３分の２を占める森林は、県土の保全、水源のかん養、地球温
暖化の防止、生物多様性の保全など多様な機能を有しており、私たち県
民が安全に安心して生活していく上で重要な役割を果たしています。
　県では、『新ひょうごの森づくり』を進めるとともに、平成１８年度
からは県民緑税を導入し『災害に強い森づくり』を展開されるなど積極
的な取組に感謝を申し上げる次第です。
　また、県内人工林資源も成熟期を迎えつつあることから、県産木材の
需要拡大に向け、県産木材供給センターの整備が始まり期待していると
ころです。
　一方、震災からの復旧・復興等の影響も受け、県財政が非常に悪化し
てきていることから、新行財政構造改革推進方策を樹立され、組織の再
編、事業の見直し等を行われるなど、大変厳しい方向性が示されている
ところです。
　今、地球温暖化防止に果たす森林の役割が大きく見直され、低炭素社
会に向けた森林資源の整備・活用と林業・山村の再生が、重要な課題と
なってきております。
これらの情勢を踏まえ、森林の計画的・持続的な保全・整備とそのため
の組織体制の確保を図るため、次の事項について、強く要望します。

記

１　『県民緑税』を平成２３年度以降も継続実施するとともに、制度の
充実強化を図り、新たなひょうごの森づくり構想を検討すること
２　県内人工林における林内路網整備と高性能林業機械による森林施業
の効率化、集約化などにより、安定的な素材生産・供給体制の整備を
図ること

３　県産木材の利用が、健全な林業生産活動の循環と地球温暖化防止に
も貢献することから、「県産木材供給センター」の計画的整備とともに、
県産木材の需要拡大を図ること

４　近年、局地的な集中豪雨や大規模な地震の発生等、自然災害が多発
する傾向にあることから、山地災害を防止し、県民の安全・安心な生
活を確保するため、効果的、効率的な治山対策を積極的に推進するこ
と

５　森林・林業の維持発展に大きな力を発揮してきた龍野農林振興事務
所並びに但馬高原林道建設事務所が新組織に統合されるにあたり、森
林所有者をはじめ森林組合、県民等への行政サービスが低下しないよ
う林業職員の確保と新体制の充実強化を図るとともに、森林整備や林
業生産の中核となる林道事業の拡充強化と林道維持管理体制の確保に

努めること

　　　平成２０年１２月１日

（社）兵庫県林業会議　　　　　会　長　　谷　　　洋　一

兵庫県森林組合連合会　　　　　会　長　　谷　　　洋　一

兵庫県木材業協同組合連合会　　会　長　　野　村　昌　弘

（社）兵庫県治山林道協会　　　会　長　　谷　　　洋　一

兵庫県林業協会　　　　　　　　会　長　　石　堂　則　本

理
解
を
得
る
た
め
、
平
成
21
年
秋
季
に
決
起
大
会
を
実
施
す

る
こ
と
で
の
合
意
を
得
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
は
、
釜
谷
県
議
会
議
長
、
梶
谷
副
議
長
を

訪
れ
、
谷
会
長
か
ら
要
望
書
を
手
交
し
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
。
そ
の
後
、
県
議
会
関
係
、
県
幹
部
等
を
廻
り
、
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

■平成21年度予算並びに新行財政構造改革推進にあたっての要望書


